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宗教法人福寿院 福寿院幼稚園  

 

１、本園の教育目標 

・心豊かに―こころの教育 

 自分を大切に、そして他人を尊重し、強く優しい大きな心を持つ 

・小さな社会人―社会性 

社会のルール、道徳性を身につけ、人とかかわる力、生きる力を育む 

 

２、本年度重点的に取り組む目標・計画 

１、生活の中の基礎基本をしっかり定着させる。 

２、外遊びと園外保育の充実を図る。 

３、教育の質向上のため、園内外の研修を充実させる。 

 

３、評価項目の達成及び取り組む目標・課題 

（Ａ充分に成果があった、Ｂ成果があった、Ｃ少し成果があった、Ｄ成果がなかった） 

 評価項目 
評 

価 
取り組み状況 

１ 

食事、排泄、着脱など

の自立及び、返事、挨

拶、身の回りの整理、

話の聞き方など、自

ら意識して行動する

よう促す 
Ｂ 

日常の積み重ねが大切と考え、根気強く、丁寧に、継続して、 

繰り返し指導した。 

個人に合わせて働きかける他にも、クラスで同じ目標を持っ

てみんなで取り組んだ。 

絵本のキャラクターの力を借りて呼びかけたり、言葉に表し

て目標に掲げたり、ご褒美シールなど、目に見えるわかりや

すい取り組みを工夫することで、よい効果が現れた。 

子どもたちの自信にもつながり、気持ちのよい生活環境が整

うことを改めて確認できた。 

食事、排泄、登園時間などについては、もう少しご家庭の協

力をいただきたい部分もあり、機会を作って情報を共有し、

協力して取り組んでいきたい。 

２ 

外遊びの工夫とその

ため環境整備を図

り、健康で充実した

園生活を目指す 

Ａ 

外遊びの時間をしっかりと確保し、子どもたちの遊びに目が 

行き届くよう保育者を配置したり、主体的な遊びが展開でき

るよう配慮した。 

保育者も積極的に子どもと遊ぶことで、体を動かすことに消

極的な子どもにもその楽しさが伝わった。 

学年の枠を超えた遊びの関わりがあり、年上への憧れが生ま

れたり、刺激されて活動が活発になったりと、異年齢交流が

自然な形でできた。 

いろいろなバリエーションの鬼ごっこを考え出し、頭と体を

使って遊んだり、個人で目標を持って鉄棒や縄跳びに取り組

んだりと、心身ともに健康的な生活を送ることができた。 



３ 

安全で充実した園外

保育を指導計画の中

に位置づけ、教職員

間の協力の下、実施

する 
Ａ 

園外保育の機会をしっかりと確保し、年間を通して充実した 

活動ができた。 

教職員間で連携し、協力して計画的に園外保育を実施できた。 

広い場所で伸び伸びと体を動かす、長い距離をしっかり歩く、 

施設の遊具を楽しむなど、毎回目的をしっかり定め、多様な

園外保育を楽しめた。 

身体的にも精神的にも成長を実感でき、園外保育そのものだ

けでなく、様々なところに成果を感じた。 

４ 

園外の研修に積極的

に参加し、研修で学

んだことを保育に取

り入れたり、保育を

振り返って内容や幼

児の育ちについて話

し合う機会を充実さ

せる 

Ａ 

研修による学びがより良い保育に繋がると考え、教職員間で 

時間を融通しながら、積極的に参加した。 

夏休みも利用して、様々な研修に参加することができた。 

それぞれが研修で学んできたことを園内で報告し、保育に取

り入れたり、事例研究などに活用した。 

保育者の研究意識を高める機会にもなった。 

多分野の研修にこれからも積極的に参加したい。 

 

 

４、総合的な評価結果 

  （Ａ充分に成果があった、Ｂ成果があった、Ｃ少し成果があった、Ｄ成果がなかった） 

評 

価 
理由 

Ａ 

新型コロナウイルス感染症に対する規制が緩和され、園生活も少しずつ以前の姿を取り

戻してきた。その中で、あらためて熱意を持って保育に向き合い、教職員でしっかりと

協力し合い、幼児教育の本質を大切に、取り組むことができた。子どもたちが伸び伸び

と過ごし、たくさんの経験を通して、心も体も成長したことに取り組みの成果が評価で

きると考える。振り返ることで課題も見つかったので、よりよい保育を目指して今後も

取り組んでいきたい。 

 

５、今後取り組む課題   

 課題 具体的な取り組み方法 

１ 生活の中の基礎基本をしっかり定着させる 継続的な働きかけ 

２ 外遊びと園外保育の充実を図る 外遊びの工夫と園外保育の拡充 

３ 絵本に親しむ環境の充実を図る 絵本を取り入れる工夫と研究 

 

６、学校関係者評価委員会の評価 

（世話人会（保護者役員会）において、自己評価を踏まえ、以下のように評価していただいた） 

・先生たちが熱心で、子どもを手厚く見てもらえる。信頼して預けられる幼稚園だと感じて 

いる。 

・自然な縦割りの関わりがあり、面倒を見たり見られたりする機会があって良い。 

・上の子が小学校に就学したときに、基礎ができているからいいスタートができたと感じた。 

 幼稚園でしっかりやってもらって有り難い。 

・園外保育があった日は家での話がはずみ、いい経験ができているとわかる。 

・福寿院幼稚園の子どもたちは礼儀正しいと他から聞き、保護者として嬉しい。 


